平成24年11月13日

中国本部 会員各位

公益社団法人日本技術士会中国本部 本部長　近藤 英樹

業務斡旋委員長　出羽 昭夫

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

東アジアの隣国、中国・韓国は日本に追いつき追い越せで工業化を進め、近年は日本企業も両国企業との熾烈な市場競争にさらされています。一方、これまで出遅れていた東南アジアは 東アジアの両国に比べて賃金水準が低いことや今後の成長への期待感から、近年企業進出が活発化しています。東南アジア諸国でもベトナム・カンボジア・ラオス・ミャンマーはそれらの中でも今後の発展が期待されており、そのための工業基盤の整備が急がれています。これらのアジア諸国にとって、日本の優れた工業技術・生産管理技術が非常に魅力であり、高度で経験豊富な技術を持つ技術士に対して大きな期待が寄せられています。 

日本技術士会海外活動支援実行委員会は、2020年までに工業化の基盤整備を計画しているベトナムを対象に、その実情と日本への期待について理解を深めると共に、技術士の海外活動を通じてベトナムの発展に寄与して行くことを目的として本セミナーを企画しました。

本講習会は東京で開催されますが、Web中継により中国本部事務局からも参加することが可能になりました。また、日本技術士会会員以外の方の参加も歓迎しますので、お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。

お手数とは存じますが、参加を希望される方はメールまたはＦＡＸ（添付の申込書）または電話にて、来たる11月28日(水) 迄にお知らせ願います。よろしくお願いいたします｡

敬具 

記
１. 主　催　：　日本技術士会 海外活動支援実行委員会／中国本部 業務斡旋委員会
２. 日　時　：　平成24年11月29日（木）  13：00～17:00
３. 場　所　：　中国本部 会議室（Web中継）
広島市中区鉄砲町1番20号 第3ウエノヤビル6階　TEL　082-511-0305
４. 内　容　：
	13:00～13:10
	開会挨拶
	日本技術士会 会長　内村　好

	13:10～14:20
	(1)ベトナムの工業化～その経緯と現状・課題～
	日本貿易振興機構(JETRO)
アジア経済研究所 地域研究センター
東南アジアⅡ研究グループ長代理　藤田 麻衣

	14:20～15:30
	(2)ベトナムの工業化と自然・社会環境の改善に向けた我が国のＯＤＡの役割と実施状況
	国際協力機構(JICA）
東南アジア・大洋州部
東南アジア第三課　課長　立松 信吾

	15:30～15:40
	休憩
	

	15:40～16:50
	(3)ベトナムの水環境改善への自治体の取り組みと今後の展開 ～横浜市の海外水技術協力を中心として～
	横浜市 水道局 事業推進部
事業開発課 担当係長 和田 善晴

	16:50～17:00
	閉会挨拶
	海外活動支援実行委員会　委員長　佐藤　修


５. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ

（１）定員　　３０人　
（２）対象　　技術士会会員及び一般参加者も歓迎します。

（３）参加費　会員：無料、非会員：500円

（４）ＣＰＤ　参加者には日本技術士会からＣＰＤ：3時間30分の参加票を発行します。

６.　申込について

（１）締め切り　　平成24年11月28日（水）（ただし、定員になり次第締め切ります。）
（２）申し込み先

公益社団法人 日本技術士会 中国本部事務局：植田、勝田

広島市中区鉄砲町1番20号 第3ウエノヤビル6階
TEL： 082-511-0305　FAX : 082-511-0309　E-Mail : ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp

	「ベトナムの工業化に向けて技術士として何ができるか？」
Web中継 参加申込書

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


「ベトナムの工業化に向けて技術士として何ができるか？」
Web中継の参加を希望します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	技術部門
	(注3)

	勤務先
	

	連絡先
	住所(注4)：□会社　□自宅

〒

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

E-mail：


注1） 資格は該当するものを■(または☑)にしてください。
注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指す。該当するものを■(または☑)(同上)。

注3） 資格が技術士か修習技術者の方のみ記入。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち該当するものを■(または☑)にして住所等を記入。

申込者が会員で事務局に登録済の住所等に変更がない場合は省略可能。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。

	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員

	
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部 TEL:082-511-0305 FAX:082-511-0309

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp 





















公益社団法人 日本技術士会 海外活動支援実行委員会／中国本部 業務斡旋委員会 主催


「ベトナムの工業化に向けて技術士として何ができるか？」Web中継（ご案内）












